
「ろうを生きる・難聴を生きる」番組制作の流れを学ぶ
全国聴覚障害者情報提供施設第２ブロックソフト制作担当者研修会の報告

２月３日（木）午後１時から４時半まで全国聴

覚障害者情報提供施設第２ブロック（北信越）ソ

フト制作担当者研修会を開催しました。本来なら

富山県聴覚障害者センターに北信越５県のソフト

研修会参加者が集まって開催の予定でしたが、オ

ミクロン株の猛威があり、オンライン（zoom）で

研修会に切り替えました。

長野、新潟、石川、福井、富山の聴覚障害者センターでスタジオ業務を担当している職

員が集まって、ライブラリーや映像制作などについてスキルアップ学習や情報交換する研

修会です。今回で３回目。富山センターのスタジオ担当の菊池職員が司会として進行をす

すめました。

講師は、ＮＨＫで「ろうを生きる・難聴を生きる」の番組制作に関わったことがある井

筒屋勝巳さん。「企画をたてること」「計画の内容を考えること」「番組制作にかかわって

考えたこと」などと貴重なお話を聞けました。ＮＨＫ局での福祉番組制作についての裏話

などもあり、有意義な講義となりました。講師への質疑応答の後、スタジオ担当のそれぞ

れの作業状況や悩み,困ったことなど情報交換、意見交換して研修を終えました。

富山県手話言語条例制定記念フォーラム等の
ＤＶＤを作成しました

2017年の「手話言語フォーラムinとやま」と2018年の「富

山県手話言語条例制定記念フォーラム」のＤＶＤを作成し

ました。いずれも富山国際会議場にて開催したものです。

センターにお越しの際、ぜひ見て下さいね。ろう者だけ

でなく、手話サークルへの貸し出しができます。詳しくは

当センターまでお問い合わせ下さい。

★センター運営募金・募集

郵便振替口座；

00790 - 0 - 93002

名称；富山県聴覚障害者

センターを支える会

・匿 名 18,200円
ありがとうございました。

センター利用の実績 １月21日～２月20日

●来所者合計約２９４名
聴障者約１６５名、健聴者約１２９名

●コミュニケーション支援 ９５件
●ライブラリー貸出 ０件
●相談対応 １５件 ●部屋貸出 ２７件

●協会とセンターのホームページ

http://www.tomichokyo.or.jp

●手話通訳・要約筆記・ライブラリ・セ

ンター利用の「手引き」を配布してい

http://www.tomichokyo.or.jp

